
平成 年度実績に関する事務事業評価表
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入力シート№ 3

80,000

100

2,930,000

1
2,930,0002,730,000

市民・小中学生が、本物の音楽に触れる貴重な機会となってい
る。

２ 普通
大部分が、委託料と補助金であるため、コスト効率を上げるた
めには、委託内容等を見直す必要がある。

１ 適正である

3,279,440

0.0%

-75.0%

評
価
結
果

不要事業の進め方・内容について改善の余地あり ２次評価 　

大部分を委託事業として行っている。

事業委託している音楽コーディネーターの積算根拠が事業開始
時から不明確な部分がある。

Ｃ 実施主体の適正化

２ 改善の余地あり

コスト効率

負担割合の適正化

計画
40 
2 

28年度
当初予算額

30,000
2,200,000

27年度
予算現額 決算額

2.4%

決算増減率

3,000 
32.0 

2,650,000

支
出
内
訳

③工事請負費

2,724,675

事業数
事業支援数 2 3 

活
動
指
標

31 

2,200,000
24,675

500,000

区　　分
予算現額

26年度
決算額

①需用費
②委託料

単位

2,775,440

30,000

アウトリーチ事業など他の事務事業でも類似したものがある。

1,260,000504,000円）（Ｂ）4,200

Ｃ

538,440

①国庫支出金
支出合計（Ａ）

700,000

40,000
2,735,440

4.1%

⑤その他

1,680,000

小中学校での合唱指導など、それなりの成果が見られた。

１ 妥当である
魚津市を「音楽を愛する街」とする目的に沿った事業であり、
その手段としては妥当である。

有  効  性

1
120

ＢＢ

目標達成度

類似事業の有無

420,000
300

２ 検討の余地あり

１ 高い

-26.1% 3,350,000

評価項目 評価の理由
音楽を愛する街づくりのためには、必要な事業であり、市が関
与することで小中学校等との連携が取りやすい。

420,000

①事務事業に携わる正規職員数

4,404,675

1

③人件費（②×＠

１ 妥当である

評価結果

款
項

0.0%

2,762,995

予
算
科
目

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

２
事
業
概
要

事 業 概 要

対　   　象

３
指
標

　平成27年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

基本目標４　人と文化を育むまち
11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興
33　文化の振興

②県支出金

④負担金補助及び交付金

2,200,000

7,000

計画

アウトソーシング導入状況

実績
29 
2 

計画
指　標　名

導入済（業務委託）

魚津市を「音楽を愛する街」とするため、「おんがく広場＠Senzoku魚津」への事業委託により、各種音楽事業を実施
し、市民が音楽に気軽に親しめる環境を作り、当市の音楽文化の振興を図る。
また、とやま室内楽フェスティバルや学びの森音楽祭を支援する。

実績
28年度

市民に対し、身近に音楽を親しめる環境を作り出すことで、活気と潤いをもたらす。小中学生に対し、専門家による直
接指導により、音楽に対する関心を高めるとともに、演奏技術をアップさせる。

「おんがく広場＠Senzoku魚津」に事業を委託。公的施設での出前コンサート、保育園・幼稚園でのコンサート、小中
学生に音楽指導とコンサートを行う。とやま室内楽フェスティバルや学びの森音楽祭を支援する。

達成率
72.5%
100.0%

意       図
（成果指標）

生涯学習・スポーツ課音楽のまちづくり推進事業
2.音楽のまちづくり推進事業
自治事務

生涯学習・文化係
0765-23-1045

担
当
部
署

終了年度平成１４年開始年度 当面継続

課       名
係　   　名
電 話 番 号
会　   　計 一般会計

2,000 

27年度

40 

92.3%

総合計画に主要事業として記載

40 

単位

27.7 
92.7%

26.0 

総合計画等への記載

26年度

3,982 3,000 

2 

32.5 
音楽事業参加者数

魚津市を「音楽を愛する街」とするために、市民や小中学生を
対象とした事業である。

事  務  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

施  策  名

目  標  名
政  策  名

33-１　芸術文化活動の推進

教育費
社会教育費
学びの森天神山交流館費

市民、市内小中学生・保育園児・幼稚園児

2,780 

目

成
果
指
標

芸術文化に触れる機会が多いと思う市民の割合

80,000

事 務 事 業 名
予 算 事 業 名

ソフト事業

４
コ
ス
ト
情
報

手       段
（活動指標）

６
評
価

Ｃ Ｂ

評価の視点 Ｈ27評価Ｈ26評価

１次評価
（課長総括）

Ｂ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

小学生から音楽に親しむ機会を作ることで、情操教育にも効果が上
がってきている。今後は一般市民のニーズを把握し、事業内容の見
直しを図るとともに、事業の周知に取り組む必要がある。

効  率  性

上位施策への貢献度

２ 目標どおり

根  拠  法  令

１ 妥当である

30.0 

１
基
本
項
目

4.1%

4,097,000

2,836,9952,775,440
1

400

目的の妥当性

対象の妥当性

-75.0%
2

3,256,995

100

○「おんがく広場＠Senzoku魚津」へ事業委託し、各種音楽事業を実施した。
市民のためのクラシック講座「モンゴル草原の調べ」を６月21日に、「上杉春雄ピアノコンサート」を10月12日に開催した。市民のた
めの出前コンサートを12月６日、３月12日、３月13日に実施した。
小中学生のための音楽推進事業として、小学校卒業式に向けての合唱指導や中学校の合唱祭に向けての指導、西部中学校における合唱
祭での審査やミニコンサートを行った。
○とやま室内楽フェスティバルや学びの森音楽祭を支援した。
○中部７県で持ち回り開催されている第68回中部合唱コンクールを支援した。

財
源
内
訳

妥　当　性

自治体関与の妥当性

Ａ

人
件
費

2,697,675
27,000

2,724,675

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

27

2,850,000
74,000

7,000

30,000
2,200,000

600,000

2,837,000

2,200,000
30,000

174.1%

21.6%

600,000
6,995

2,836,995

20.0%



平成 年度実績に関する事務事業評価表

① 件
② 円
③ 人
① ％
② ％
③ 人

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間
円
円

入力シート№ 4

160,000

440

84,662,000

2
84,662,00078,295,000

文化団体はもちろんのこと、一般市民もコンサートや展示会で
足を運んでおり、芸術文化に親しむ場としての利用が高く貢献
度は高い。

２ 普通
展示ホール、和室・会議室の利用促進に向けた努力が必要であ
る。

１ 適正である

87,707,000

0.0%

-12.0%

評
価
結
果

不要管理運営の進め方・内容について改善の余地あり ２次評価 　

指定管理者制度を実施しており、適正に実施されている。

県との共同施設であり、県と市の負担割合により管理されてい
る。

Ｂ 実施主体の適正化

１ 適正である

コスト効率

負担割合の適正化

計画
3,300 

15,136,000 

7,000 

28年度
当初予算額

76,895,000

27年度
予算現額 決算額

-6.1%

決算増減率

71 
35 

78,135,000

支
出
内
訳

③工事請負費

83,387,960

利用件数
利用料金 16,474,154 15,136,000 

活
動
指
標

3,286 

76,895,000
6,492,960

区　　分
予算現額

26年度
決算額

①需用費
②委託料

単位

86,195,000

41,710 

7,000 

類似事業として新川学びの森天神山交流館運営事業がある。

1,260,0001,512,000円）（Ｂ）4,200

Ａ

9,300,000

①国庫支出金
支出合計（Ａ）

7,767,000

420,000
85,775,000

-6.3%

⑤その他

2,100,000

利用率はおおむね維持している。

１ 妥当である 芸術文化の振興を図るための事業として妥当である。

有  効  性

2
360

ＢＢ

目標達成度

類似事業の有無

1,848,000
300

２ 検討の余地あり

１ 高い

-6.4% 86,510,000

評価項目 評価の理由
市民の文化の向上と芸術振興を図るためには、必要な施設であ
る。また県との共同施設であるため。

1,848,000

①事務事業に携わる正規職員数

85,487,960

2

③人件費（②×＠

１ 妥当である

評価結果

款
項

0.0%

77,943,236

予
算
科
目

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

２
事
業
概
要

事 業 概 要

対　   　象

３
指
標

　平成27年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

基本目標４　人と文化を育むまち
11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興
33　文化の振興

②県支出金

④負担金補助及び交付金

76,895,000

計画

アウトソーシング導入状況

実績
3,208 

14,635,773 

計画
指　標　名

導入済（指定管理者制度）

（公財）富山県文化振興財団を指定管理者とし、施設利用者が快適かつ安全に使用できるよう管理運営を委託。また、
多彩な事業の実施を促し鑑賞と参加の機会を広く市民に提供する。

実績
28年度

施設利用者（市民・文化団体・アーティスト等）が快適かつ安全に利用できる施設を維持する。施設を利用することに
より文化活動が充実する。文化の情報と交流の場を市民に提供し、市民文化の創造及び振興を図る。

（公財）富山県文化振興財団を指定管理者とし管理運営を委託。指定管理者において、施設維持管理や利用料金徴収業
務のほか、多彩な自主企画事業や魅力ある市民文化祭・市美術展を実施する。

達成率
97.2%
96.7%

意       図
（成果指標）

生涯学習・スポーツ課新川文化ホール管理事業
新川文化ホール管理費
自治事務

生涯学習・文化係
0765-23-1045

担
当
部
署

終了年度平成６年開始年度 当面継続

課       名
係　   　名
電 話 番 号
会　   　計 一般会計

70 
50,300 

27年度

3,300 

85.7%

50,300 

総合計画に主要事業として記載

3,300 

単位

30 

92.9%
77.5%

34 

総合計画等への記載

26年度

68 71 

15,136,000 

30 
展示ホール利用率

芸術文化の拠点として幅広く利用されている。

7,505 107.2%

事  務  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

施  策  名

目  標  名
政  策  名

33-１　芸術文化活動の推進

教育費
社会教育費
新川文化ホール費

市民、各種団体等

46,727 
55 

目

成
果
指
標 7,000 

文化自主事業入場者数

和室・会議室利用率
8,393 

50,200 

160,000

事 務 事 業 名
予 算 事 業 名

施設管理

４
コ
ス
ト
情
報

文化祭、市美展の施設利用者数（入場者数）

手       段
（活動指標）

６
評
価

Ｂ Ｂ

評価の視点 Ｈ27評価Ｈ26評価

１次評価
（課長総括）

Ｂ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

市民が多様な芸術文化に触れるとともに、地域の文化資質の向上に
貢献する施設となるよう指定管理者と協議していかなければならな
い。

効  率  性

上位施策への貢献度

２ 目標どおり

根  拠  法  令

１ 妥当である

35 

１
基
本
項
目

-6.3%

79,555,000

78,144,56086,195,000
2

500

目的の妥当性

対象の妥当性

-12.0%
1

79,992,560

440

○基本協定書・年度協定書に基づき、指定管理者（（公財）富山県文化振興財団）へ指定管理料を支払った。指定管理者が施設の維持
管理、利用料金徴収業務、自主企画事業等を実施した。
○魚津市民文化祭（10月24日、25日）、第55回魚津市美術展（10月31日～11月５日）を開催した。
○104・201会議室の音響設備を更新した。

財
源
内
訳

妥　当　性

自治体関与の妥当性

Ａ

人
件
費

82,963,628
424,332

83,387,960

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

27

84,502,000
201,324

1,400,000

76,895,000

78,295,000

76,895,000

-52.6%

1,249,560
78,144,560



平成 年度実績に関する事務事業評価表

① 件
② 件
③
① 人
② 点
③ 人

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
人

時間
円
円

入力シート№ 6

82,000

440

50,000
827,000

2
827,000772,000

芸術文化の振興には不可欠な事業であり、貢献度は高い。

２ 普通
文化団体への補助金が主であり、コスト効率を上げるために
は、団体との協議が必要となってくる。

２ 改善の余地あり

4,704,000

0.0%

-26.7%

評
価
結
果

不要事業の進め方・内容について改善の余地あり ２次評価 　

文化団体の会員が高齢化・固定化しているため、幅広い年代に
よる多様な文化活動の活性化を図っていく必要がある。

文化団体への補助金額が毎年固定の金額であり、事業内容によ
り弾力ある補助金額を検討する必要があるか。

Ｃ 実施主体の適正化

２ 改善の余地あり

コスト効率

負担割合の適正化

計画
5 

12 

1,900 

28年度
当初予算額

30,000

27年度
予算現額 決算額

-21.3%

決算増減率

6,000 
240 

746,000

支
出
内
訳

③工事請負費

859,914

国県等の補助事業開催数
中学校文化連盟事業 12 12 

活
動
指
標

8 

16,114

843,800

区　　分
予算現額

26年度
決算額

①需用費
②委託料

単位

924,000

30,000

1,900 

類似事業として新川文化ホール管理事業がある。

1,260,0003,780,000円）（Ｂ）4,200

Ａ

844,000

①国庫支出金
支出合計（Ａ）

747,000

28,000
896,000

-17.5%

⑤その他

2,520,000

市美展入場者数や出品数が目標には届いていないが、概ね目標
どおりである。

１ 妥当である 芸術文化の振興を図るための事業として妥当である。

有  効  性

2
900

ＢＡ

目標達成度

類似事業の有無

1,848,000
300

２ 検討の余地あり

１ 高い

-24.3% 2,675,000

評価項目 評価の理由

補助金の支出が主であり、妥当である。

1,848,000

①事務事業に携わる正規職員数

3,379,914

2

③人件費（②×＠

１ 妥当である

評価結果

款
項

656,061

予
算
科
目

５
取
組
内
容

③地方債
④その他（使用料、雑入等）
⑤一般財源
収入合計

②年間所要時間

２
事
業
概
要

事 業 概 要

対　   　象

３
指
標

　平成27年度に取り組んだ事務事業の内容及び改善内容

基本目標４　人と文化を育むまち
11　豊かな心を育む文化とスポーツの振興
33　文化の振興

②県支出金

④負担金補助及び交付金
50,000

計画

アウトソーシング導入状況

実績
5 

12 

計画
指　標　名

導入予定なし

市民に優れた音楽・舞台芸術等の鑑賞機会を提供し、文化芸術の裾野の拡大と振興を図る。
文化団体の育成を図る。

実績
28年度

①市民の芸術文化に対する関心が高まる。自らの芸術活動の活性化が図られる。②会員の資質及び活動への参加意欲の
向上。③小中学生が芸術文化に親しむようになる。

国県等の補助事業を利用した公演を開催する。芸術文化団体や中学校文化連盟に補助金を交付し、活動を支援する。文
化事業の後援・共催、文化芸術団体との連絡調整を行う。

達成率
100.0%
100.0%

意       図
（成果指標）

生涯学習・スポーツ課芸術文化振興事業
芸術文化振興事業
自治事務

生涯学習・文化係
0765-23-1045

担
当
部
署

終了年度不明開始年度 当面継続

課       名
係　   　名
電 話 番 号
会　   　計 一般会計

6,000 

27年度

5 

91.3%

総合計画に主要事業として記載

5 

単位

219 
100.0%

240 

総合計画等への記載

26年度

6,990 6,000 

12 

208 
文化祭への参加人数

市民や市内文化団体、小中学生を対象としており、妥当であ
る。

1,506 79.3%

事  務  区　分

総
合
計
画 基本事業名

事  業  期　間

施  策  名

目  標  名
政  策  名

33-１　芸術文化活動の推進

教育費
社会教育費
文化費

①市民、②市内文化団体（文化協会、市美協）、③市内小中学生

5,999 

目

成
果
指
標 1,900 

市美展出品数（一般、招待）
1,403 

26,000

事 務 事 業 名
予 算 事 業 名

ソフト事業

４
コ
ス
ト
情
報

市美展入場者数

手       段
（活動指標）

６
評
価

Ｂ Ｂ

評価の視点 Ｈ27評価Ｈ26評価

１次評価
（課長総括）

Ｃ

評
価
結
果

(

課
題
及
び
今

後
の
方
針

)

幅広い市民が芸術文化に触れられる機会を拡大しながら、市内の芸
術文化の振興に取り組む必要がある。

効  率  性

上位施策への貢献度

２ 目標どおり

根  拠  法  令

１ 妥当である

240 

１
基
本
項
目

-17.5%

2,032,000

709,628924,000
2

600

目的の妥当性

対象の妥当性

-26.7%
1

2,557,628

440

○国県等の補助事業を利用した公演（文化芸術による子供の育成事業等）を開催した。また、国県等の補助事業について、学校、新川
文化ホール、新川学びの森天神山交流館、公民館等に照会し要望があれば申請を行った。
○芸術文化団体や中学校文化連盟に補助金を交付し、活動を支援した。文化協会主催の「石井志保子氏講演会」、市美協主催の「第16
回会員展」等を支援した。
○文化事業の後援・共催の承認手続きを行った。

財
源
内
訳

妥　当　性

自治体関与の妥当性

Ａ

人
件
費

833,131
26,783

859,914

総　費　用（Ａ＋Ｂ）

27

745,000
53,567

50,000

30,000

692,000

772,000

17,928

100.0%

11.3%

691,700

709,628

-18.0%


